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＜連絡事項＞
・インフルエンザ発生に伴い、南病棟の食事が終わり次第、開放病棟のレストランから全員で全員で向かい、全員の食事が終わるまで待ち全員で病棟に戻る形になります。
・本日も午前午後ともに全員体温測定施行しています。微熱が出ている人もいるため感冒症状の観察をしていきましょう。また感染拡大防止に努めましょう。
・当直医が変更となります。
　3/14　深澤Dr→田名部Dr
　3/15　田名部Dr→深澤Dr　　
・インフルエンザキットを使用したら、日付・時間・患者氏名・実施者を書く用紙がある

ため記入してください。
＜患者様連絡事項＞
・佐々木　悦子様～TK：38.4℃で今朝インフルエンザテストしA型 陽性反応あり24号室へ隔絶中です。指示にてラピアクタ点滴静注1袋の処方となり施行しています。食事は朝は全量、昼は不食しています。15：00の時点でTK39.5℃まで上昇しています。馬渡Drへ状態報告しアンヒバ坐薬1本挿肛の指示を受け、アンヒバ坐薬1本挿肛しています。
・中山　真由美様～TK：37.2℃、咽頭痛・咳嗽・頭痛あるためAユニット47号室へ隔絶中です。午後の体温測定時38.2℃まで上昇しています。昼食は全量摂取しています。10時体温37.2℃、咽頭痛と咳嗽あり、隔絶対応開始。15時体温38.2℃。日直医馬渡Ｄｒへ報告、インフルエンザテスト施行の指示あり、結果陰性。本日夕よりカロナール(200)3T、レバミピド(100)3T、トランサミン(250)3T


3×毎食後　3日分処方となっています。
・金田　光希様～TK：37.0℃、身体不調の訴えはありませんが微熱であるためAユニット46号室に隔絶中です。昼食は全量摂取しています。午後発熱はありません。
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～「太って見えるんだけど拒食症なんですよ。栄養失調なんだよ」と唐突に妄想言動聞かれていますが日課への支障はありません。
・松川　順子様～不調や不安感の訴えはなく対面時も笑顔みられています。引き続き精神症状と夜間の睡眠状況を観察していきましょう。

・夏坂　浩美様～13：50「幻聴が辛いので薬飲みたいです」と訴えあり、不調時レボトミン(25)2Ｔ服用しています。その後「退院するにはどうすればいいですか？」と退院希望ありますが説明にて了承しています。
・石橋　隆夫様～日課は声かけ要しています。不調の訴えはありません。SSTでは目標が分からないと話すためスタッフ介入し目標を設定しています。日課以外はほとんど臥床しているため離床促していきましょう。
・佐々木　睦子様～下顎・四肢の振戦は持続しています。幻視について問うと「じゃっこ、エビ」と返答しています。日課への支障はありません。
・小田　タネ様～頭痛を訴え頓服希望していますが、IFオーダーの指示がないため自室で休むよう促しています。発熱はしていません。また、「夜、部屋の前を通って(扉の)ガラスに赤とか青・黄色の丸を描いていくんだよ」と妄想的な言動聞かれています。
・川井　尚子様～咽頭痛ありPL配合顆粒服用しています。本日も咽頭痛持続していると話していますが他身体不調の訴えなく発熱もありません。幻聴・奇異的な行動もみられていません。
・豊川　登美枝様～環境・他者への不満を訴えることなく過ごしています。頭痛・倦怠感など身体的な不調の訴えは聞かれていません。
・倉橋　生子様～TK：35～36℃台で経過しています。軽度倦怠感はありますが鼻汁・咽頭痛などの感冒症状は消失してきた事を話しています。引き続き感冒症状観察していきましょう。
・小笠原　文人様～多弁さやまとまりのない言動が目立っています。またホワイトボードに書く真似など奇異的な行動見られ気分の高揚さあります。精神症状と食事摂取量の観察をしていきましょう。
吉島　知寿子様～今朝TK38.2℃まで上昇しており馬渡Drよりインフルエンザテスト実施の指示ありますが「病棟は何もかもやることが遅い」「絶対やりませんから」本人拒否しています。主治医からもインフルエンザテストをやるよう促されていますが拒否しています。そのためインフルエンザテスト実施はせず、発熱時IFオーダー(TK：39.0℃以上でアンヒバ坐剤挿肛)の指示が出ています。
＜SST評価検討＞
　A・Bグループ
　　・不参加している人が多く個別で対応しています。
C・Dグループ
　　・小笠原　文人様～多弁さやまとまりのない言動あり、気分の高揚は目立っています。
　　
